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新
義
真
言
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉

─
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
い
う
視
点
か
ら
─

鈴

木

晋

雄
（
雄

太
）

一
、
は
じ
め
に

　

令
和
五
年
は
、
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
に
当
た
る
。
こ
の
吉
祥
の
年
を
迎
え
る
に
際
し
、
こ
こ
数
年
は
宗
団
を
挙
げ

て
多
く
の
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
て
き
た
。
智
山
伝
法
院
も
、
江
戸
期
の
智
積
院
で
学
ば
れ
て
い
た
「
読
み
」
を
で
き
う
る
限
り
復

元
し
た
『
十
巻
章
』（
１
）の

刊
行
を
は
じ
め
、
弘
法
大
師
に
関
す
る
特
別
講
座
や
各
種
講
習
会
・
研
修
会
の
開
設
な
ど
様
々
な
事
業
に
携

わ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
宗
学
研
究
室
で
は
令
和
三
年
度
よ
り
、
弘
法
大
師
教
学
の
展
開
を
視
野
に
、
中
世
期
の
論
義
、
特
に
は
新
義

学
派
の
論
義
を
通
し
て
、
新
義
教
学
、
ひ
い
て
は
真
言
教
学
を
改
め
て
学
び
直
し
、
新
義
真
言
教
学
研
究
の
深
化
を
め
ざ
し
た
「
新

義
真
言
教
学
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
一
昨
年
度
は
「
弘
法
大
師
教
学
の
展
開
─
激
論
　
新
義
教
学
vs
古
義

教
学
─
」
と
題
す
る
特
別
講
習
会
を
開
催
し
、
高
野
山
（
古
義
学
派
）
よ
り
気
鋭
の
学
者
を
招
い
て
、
両
学
派
の
教
学
の
相
違
を
議
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論
し
た
。

（
一
）
新
義
教
学
vs
古
義
教
学

　

一
口
に
「
真
言
教
学
」
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
宗
祖
の
教
学
が
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
真
言
の
先
徳

た
ち
は
宗
祖
の
教
学
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
を
確
立
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
中
世
期
に
は
、
論
義
に
よ
っ
て
真
言

の
教
学
が
様
々
に
議
論
さ
れ
、
新
し
い
真
言
教
学
が
誕
生
し
た
。
な
か
で
も
代
表
的
な
の
が
教
主
に
関
す
る
解
釈
（
教
主
義
）
で
、

高
野
山
を
中
心
と
す
る
古
義
学
派
の
本
地
身
説
（
自
証
説
）
と
、
根
来
寺
を
中
心
と
す
る
新
義
学
派
の
加
持
身
説
（
加
持
説
）
で
あ

る（
２
）。

　

真
言
宗
の
教
主
義
は
、
空
海
が
法
身
説
法
を
提
示
し
、『
大
日
経
』
の
教
主
を
法
身
（
自
性
身
）
と
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
法
身

大
日
如
来
が
教
主
で
あ
る
こ
と
は
定
判
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
法
身
大
日
如
来
に
は
、
本
地
身
と
み
る
見
方
と
加
持
身
と
み
る
見
方

の
二
つ
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
法
身
説
法
も
本
地
身
説
と
加
持
身
説
の
二
つ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。

　

さ
て
、
先
の
特
別
講
習
会
で
は
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
の
テ
ー
マ
の
通
り
、
教
主
義
を
中
心
と
し
て
、
両
学
派
が
互
い
に

自
ら
の
教
学
の
優
位
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
主
張
す
る
形
で
発
表
を
行
っ
た
。
両
者
の
主
張
の
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る（
３
）。

【
古
義
の
優
位
性
】

　
新
義
に
お
い
て
、
説
法
は
化
他
で
あ
り
、
聞
き
手
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
説
法
の
内
容
は
悟
り

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
行
者
の
た
め
に
示
さ
れ
た
方
便
の
教
え
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
義
の
加
持
身
説
は
、
行
者
の
視
点
、

言
い
換
え
れ
ば
こ
れ
か
ら
仏
に
成
っ
て
い
く
者
の
視
点
で
悟
り
の
境
地
が
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
古
義
の
立
場
で
は
、
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悟
り
の
境
地
は
あ
り
あ
り
と
現
前
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
理
を
直
接
把
握
で
き
る
と
い
う
視
点
に
立
つ
。
こ
の
真
理
を
直
接
把

握
で
き
る
存
在
が
仏
な
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
古
義
の
本
地
身
説
は
真
理
を
直
接
把
握
で
き
る
「
仏
の
視
点
」
か
ら
悟
り
の

境
地
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
新
義
で
は
自
証
（
悟
り
）
と
説
法
（
言
葉
）
の
内
容
が
異
な
る
が
、
古
義
に
お
い
て
は
法
身
の
万
徳
円
備
な
言
葉
に
よ

っ
て
自
証
そ
の
も
の
が
説
か
れ
、
そ
の
点
で
古
義
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

【
新
義
の
優
位
性
】

　
古
義
で
は
顕
密
対
弁
に
基
づ
き
、「
仏
の
視
点
」
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
新
義
は
、
顕
密
対
弁
が
あ
っ
た
上
で
、

自
宗
細
論
の
立
場
を
持
つ
。
そ
の
自
宗
細
論
の
立
場
で
は
、「
仏
の
視
点
」
と
「
衆
生
の
視
点
」
を
融
合
し
、
法
身
は
衆
生
の
た
め

に
説
法
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
古
義
の
解
釈
の
み
で
は
、
衆
生
は
い
つ
ま
で
も
法
身
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず

救
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
新
義
は
、
法
身
説
法
に
「
衆
生
の
視
点
」
を
正
面
か
ら
打
ち
出
し
、
密
教
に
お
け
る
「
化

他
」
や
「
救
い
」
を
強
調
し
た
点
で
優
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
新
義
vs
古
義
」
と
い
う
議
論
の
中
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
「
法
身
に
お
け
る
化
他
」
の
視
点
で
あ
る
。

『
密
教
大
辞
典
』
を
見
て
も
、
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〈
自
証
説
〉

本
地
身
説
と
も
云
ふ
。
自
性
会
の
自
証
極
位
に
於
て
本
地
法
身
が
自
受
法
楽
の
為
め
自
眷
属
の
諸
尊
と
共
に
自
内
証
の

法
門
た
る
三
密
門
を
説
法
す
と
云
ふ
説
な
り
（
九
五
〇
頁
）。

〈
加
持
説
〉

加
持
身
説
・
加
持
門
説
と
も
云
ふ
。
本
地
法
身
は
自
証
の
極
位
に
於
て
説
法
せ
ず
。
未
来
の
衆
生
を
化
益
せ
む
が
た
め

加
持
門
に
出
で
て
始
め
て
説
法
す
、
其
仏
身
は
自
性
加
持
身
な
り
と
談
ず
る
学
説
な
り
（
二
三
六
頁
）。

と
、
自
証
説
と
は
自
証
位
に
お
け
る
本
地
法
身
の
自
受
法
楽
の
た
め
の

0

0

0

0

0

0

0

0

説
法
、
対
し
て
加
持
説
は
自
性
加
持
身
が
加
持
門
に
出
て
未0

来
の
衆
生
を
化
益
す
る
た
め
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

説
法
と
記
さ
れ
て
お
り
、
両
説
の
相
違
の
要
点
は
、
法
身
説
法
が
法
身
（
と
自
眷
属
）
自
身
の
た
め

に
説
か
れ
る
の
か
、
衆
生
の
化
益
の
た
め
に
説
か
れ
る
の
か
、
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

空
海
に
よ
れ
ば
、
法
身
の
説
く
三
密
門
と
は
、
等
覚
十
地
の
菩
薩
、
ま
し
て
や
二
乗
凡
夫
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
唯
仏
与
仏
の

境
界
で
あ
り
、
法
身
は
そ
の
境
界
に
お
い
て
自
眷
属
と
と
も
に
自
受
法
楽
し
て
い
る）

（
（

。
こ
れ
を
素
直
に

0

0

0

解
釈
す
れ
ば
、
法
身
説
法
に

化
他
は
な
く
、
法
身
は
自
ら
の
楽
し
み
の
た
め
に
説
法
す
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
古
義
は
空
海
の
主
張
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
理
解
し（
５
）、
法
身
が
化
他
の
方
便
で
は
な
く
自
証
そ
の
も
の
を
説
く

か
ら
こ
そ
法
身
説
法
な
の
だ
と
主
張
す
る
。『
宗
義
決
択
集
』
よ
り
古
義
の
基
本
的
立
場
を
確
認
す
れ
ば
、

答
え
て
曰
わ
く
、
今
の
経
は
自
性
本
地
法
身
を
以
て
教
主
と
す
る
こ
と
、
疏
家
大
師
の
解
釈
分
明
な
り
。
是
れ
自
宗
不
共
の
実

義
な
る
が
故
に
。
然
る
所
以
は
常
途
の
教
に
は
他
受
変
化
の
説
法
を
明
か
し
て
自
性
身
に
於
い
て
色
相
及
び
説
法
の
義
を
許
さ

ず
。
今
自
宗
の
意
は
法
身
説
法
の
義
を
談
じ
て
、
以
て
諸
宗
超
絶
の
義
門
と
為
す
。
大
師
処
処
の
解
釈
皆
な
此
の
意
な
り
。
故
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に
二
教
論
に
云
わ
く
、
自
性
受
用
仏
は
自
受
法
楽
の
故
に

0

0

0

0

0

0

0

自
眷
属
と
与
に
各
々
三
密
門
を
説
き
た
ま
う
。
之
を
密
教
と
謂
う
（《
大

日
経
教
主
》『
真
全
』
一
九
、
一
〇
一
頁
上
下
）

答
う
、
自
証
極
位
の
言
説
の
有
無
は
是
れ
顕
密
の
不
同
な
る
こ
と
は
大
師
処
処
の
解
釈
分
明
な
る
が
故
に
、
自
証
の
説
法
は
即

ち
密
宗
の
深
旨
な
る
者
な
り
（
…
中
略
）
説
法
即
ち
自
証
の
境
な
り
（《
自
証
極
位
》『
真
全
』
一
九
、
七
三
頁
上
）

と
あ
り
、
顕
密
対
弁
の
視
点
か
ら
、
顕
教
の
他
受
用
変
化
身
の
説
法
に
対
し
、
本
地
法
身
が
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
証
を
説
い
た
教

え
が
密
教
で
あ
る
と
し
、
波
線
部
の
よ
う
に
こ
れ
が
空
海
の
解
釈
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、「
此
れ
亦
た
未
悟

0

0

の
人
の
為
に
は
説
か
ざ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
謂
な
り
。
唯
仏
与
仏
の
覚
者

0

0

0

0

0

0

0

、
自
受
法
楽
の
故
に
之
を
説
く（
６
）」
と
、
自
受
法
楽
と
は
覚
者
の
み
が
味
わ

え
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
未
悟
の
人
の
た
め
に
説
か
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
新
義
は
、
法
身
説
法
と
は
化
他
で
あ
り
、
未
悟
の
衆
生
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
。『
大
疏
第
三
重
』

よ
り
新
義
の
基
本
的
立
場
を
確
認
す
れ
ば
、

答
う
、
元
よ
り
答
え
申
す
所
、
自
証
の
説
に
は
非
ざ
る
な
り
。
下
の
経
文
に
「
当
来
世
時
に
於
い
て
劣
恵
の
諸
の
衆
生

0

0

0

0

0

0

0

、
彼
等

0

0

を
度
さ
ん
が
為
の
故
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

随
順
し
て
是
の
法
を
説
く
」
と
文
り
。
会
座
に
実
行
無
し
と
雖
も
、
遠
く
未
来
機
を
被
ら
し
め
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

今
経

を
説
く
が
故
に
、
加
持
方
便
門
に
出
て
今
経
を
説
く
べ
し
と
云
う
事
、
其
の
理
誠
に
分
明
な
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二

頁
上
）

と
、
法
身
説
法
と
は
劣
恵
の
衆
生
（
＝
未
来
機
）
を
度
す
た
め
に
加
持
方
便
門
に
出
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、

凡
そ
顕
密
対
弁
す
る
時
は
、
或
い
は
内
証
の
法
門
と
云
い
、
或
い
は
自
受
法
楽
の
説
と
云
う
。
是
れ
則
ち
設
い
未
来
機
に
被
ら

し
む
る
も
縁
起
の
権
門
に
は
非
ず
。
性
徳
の
内
証
を
演
ぶ
る
が
故
に
。
然
れ
ど
も
自
宗
に
於
い
て
自
証
化
他
を
細
論
す
る
時
は
、

説
法
は
必
ず
機
の
為
の
施
設
な
る
が
故
に
自
証
の
説
に
は
非
ざ
る
な
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
上
）

現代密教　第33号　
� P. 99真言宗智山派 216.0

302.0
×１

四校 仮＿（99）



現代密教　第33号

― 100 ―

と
、
顕
密
対
弁
の
視
点
に
立
て
ば
自
受
法
楽
の
説
と
も
言
え
る
が
、
自
宗
の
中
で
細
論
す
れ
ば
説
法
は
必
ず
機
の
た
め
の
施
設
で
あ

る
と
述
べ
る
。

　

両
者
の
主
張
を
ま
と
め
れ
ば
、
古
義
に
と
っ
て
は
、
法
身
の
説
法
に
未
悟
へ
の
化
他
は
な
く
衆
生
の
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
証

の
境
界
を
説
く
か
ら
こ
そ
優
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
方
の
新
義
に
と
っ
て
は
、
法
身
説
法
が
衆
生
を
救
う
化
他
の
教
え
で
あ
る
か

ら
こ
そ
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
義
と
新
義
で
は
優
位
と
み
る
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
二
）「
vs
」
と
い
う
視
点

　
「
vs
」
と
い
う
視
点
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
共
通
の
事
柄
に
対
し
て
自
ら
の
優
位
性
を
主
張
し
、
相
手
の
劣
位
な
点
を
挙
げ
る
と
い

う
作
業
は
、
教
学
研
究
の
深
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
自
説
の
中
の
と
り
わ

け
主
張
し
た
い
点
（
強
み
）、
反
対
に
自
説
の
中
の
弱
点
（
批
判
さ
れ
う
る
点
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

自
証
説
・
加
持
説
の
両
学
匠
に
は
、
と
も
に
相
対
す
る
義
を
意
識
し
な
が
ら
自
説
の
正
当
性
を
主
張
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
自
証
説
の
杲
宝
は
、「
頼
瑜
法
印
の
料
簡
は
是
れ
も
又
理
に
違
う
。
此
の
料
簡
の
致
す
所
以
は
自
証
の
境
界
無
言
説
の
義
を
存

す
る
故
な
り
。
是
れ
則
ち
身
は
密
家
に
入
る
と
雖
も
、
意
は
猶
お
顕
網
に
拘
れ
り（
７
）」

と
頼
瑜
の
義
を
破
し
、
加
持
説
に
対
し
て
、「
大

い
に
宗
意
に
背
け
り（
８
）」「

悲
し
む
べ
し
、
頗
る
会
通
が
足
ら
ざ
る
も
の
な
り（
９
）」

な
ど
と
痛
烈
に
批
判
す
る）
10
（

。
一
方
、
加
持
説
の
頼
瑜
も
、

「
古
徳
は
未
だ
自
性
身
中
に
加
持
身
有
る
を
知
ら
ず
。
或
は
本
地
自
証
の
説
と
云
い
て
疏
の
自
証
無
言
の
文
を
害
し
、
或
は
他
受
変

化
の
説
と
云
い
て
顕
教
三
乗
一
乗
の
仏
に
同
ず
。
恐
ら
く
は
疏
家
の
深
旨
を
隠
し
、
宗
家
の
本
意
を
失
す
る
歟）
11
（

」
と
述
べ
、
自
性
身

中
に
加
持
身
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
自
証
説
の
義
を
否
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
聖
憲
は
自
ら
自
証
説
・
加
持
説
の
両
立
場
に
立
ち
、
自
身
の
著
作
の
中
で
「
新
義
vs
古
義
」
の
視
点
を
作
っ
て
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い
る
。
聖
憲
の
代
表
作
で
あ
る
『
大
疏
第
三
重
』
は
、
頼
瑜
の
『
大
疏
愚
草
』
を
中
心
に
頼
瑜
以
降
の
根
来
に
お
け
る
膨
大
な
論
義

を
百
題
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
な
か
で
も
法
身
説
法
（
教
主
義
）
に
関
わ
る
事
柄
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
多

く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る）
11
（

。

　
『
大
疏
第
三
重
』
の
特
徴
の
一
つ
に
、
法
身
説
法
に
関
わ
る
事
柄
に
対
し
て
、「
自
証
説
の
義
な
ら
ば
…
」「
加
持
説
の
義
な
ら
ば
…
」

と
並
列
さ
せ
、
自
証
説
側
・
加
持
説
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
説
明
を
加
え
る
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
証
説
か
ら
加
持
説
へ
の

問
難
、
加
持
説
か
ら
自
証
説
へ
の
問
難
と
い
う
形
、
ま
さ
に
「
自
証
説
vs
加
持
説
」
と
い
う
形
で
両
立
場
か
ら
互
い
に
議
論
を
交
わ

す
箇
所
も
度
々
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
疏
第
三
重
』
で
は
、
聖
憲
が
自
ら
属
す
る
加
持
説
の
立
場
か
ら
新
義
の
主
張
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
証
説
と
加
持
説
の
両
立
場
に
即
す
る
形
で
議
論
を
行
っ
て
お
り
、
聖
憲
自
身
が
、
ど
こ
が
加
持
説
の
強
み
（
強
調

し
た
い
点
）
だ
と
感
じ
、
ど
こ
が
加
持
説
の
弱
み
（
批
判
さ
れ
う
る
点
）
だ
と
捉
え
て
い
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
お

そ
ら
く
聖
憲
自
身
も
こ
の
作
業
（
自
証
説
vs
加
持
説
と
い
う
形
で
の
議
論
）
に
よ
っ
て
、
新
義
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉
を
把

握
し
、
加
持
説
の
特
徴
や
意
義
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）
11
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、『
大
疏
第
三
重
』
に
お
け
る
「
自
証
説
vs
加
持
説
」
の
議
論
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
聖
憲
の
捉
え
る
加
持
説
の
〈
強

み
〉
と
〈
弱
み
〉
を
整
理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
義
真
言
教
学
研
究
会
の
目
的
で
あ
る
新
義
教
学
研
究
の
深
化
、
ひ
い
て
は
真
言
教

学
研
究
の
深
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
新
義
教
学
の
〈
弱
み
〉

（
一
）
自
証
説
か
ら
加
持
説
へ
の
批
判

　
『
大
疏
第
三
重
』
に
お
い
て
、
自
証
説
か
ら
加
持
説
へ
の
批
判
の
要
点
は
、
加
持
説
が
法
身
説
法
を
対
機
の
説
法
と
解
釈
す
る
と
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こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
批
判
の
矛
先
を
整
理
す
れ
ば
、
大
き
く
分
け
て
次
の
五
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
五
つ
は
、

聖
憲
自
身
が
加
持
説
の
弱
点
と
捉
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
持
説
に
と
っ
て
は
反
駁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
る
。

（
批
判
①
）
化
他
に
よ
っ
て
機
に
向
か
う
の
は
応
化
仏
で
あ
り
法
身
で
は
な
い
。

自
証
説
の
大
意
は
密
を
以
て
法
身
の
説
と
定
め
、
顕
を
以
て
応
化
の
所
説
と
判
じ
た
ま
う
。
是
れ
則
ち
密
教
は
自
証
位
の
所
説

な
る
べ
き
旨
を
顕
す
な
り
（
…
中
略
）
是
の
上
に
因
位
の
悲
願
に
報
い
て
他
の
機
縁
の
為
に
現
ず
る
所
の
応
用
を
応
化
仏
と
名

づ
く
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
上
）

　

密
教
と
は
法
身
に
よ
る
自
証
位
の
所
説
の
み
を
い
う
の
で
あ
り
、
他
の
機
縁
の
た
め
の
説
法
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
応
化
仏
の
説
法

と
な
り
、
応
化
仏
の
説
法
と
は
顕
教
で
あ
る
。

（
批
判
②
）
機
（
迷
人
）
に
授
け
る
説
法
と
は
随
他
意
で
あ
る
。

真
言
教
を
以
て
顕
の
随
他
意
の
説
と
云
う
を
簡
っ
て
随
自
意
の
説
と
名
づ
く
。
設
い
法
身
の
説
な
り
と
雖
も
、
若
し
迷
人
に
授

く
る
義
有
ら
ば
随
他
意
の
分
有
る
べ
し
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
中
）

所
説
の
法
門
に
約
す
る
に
、
密
を
ば
性
徳
輪
円
の
法
門
と
云
い
、
顕
を
ば
縁
起
因
分
の
法
門
と
云
う
。
性
徳
と
は
諸
法
の
法
位

に
住
す
る
名
な
り
。
縁
起
の
身
を
以
て
此
の
法
門
を
説
く
べ
か
ら
ず
。
設
い
自
性
身
な
り
と
雖
も
、
機
を
度
せ
ん
が
為
に
自
証

位
を
起
つ
義
有
ら
ば
、
縁
起
身
と
云
う
べ
き
が
故
に
所
説
の
法
門
に
も
又
縁
起
の
分
有
る
べ
し
。
機
情
は
既
に
自
証
を
隔
つ
。

若
し
縁
起
の
法
門
に
非
ざ
れ
ば
機
情
及
び
難
き
が
故
に
。
若
し
此
の
如
く
な
ら
ば
、
随
他
の
法
門
に
し
て
自
受
法
楽
の
随
自
の

法
門
と
云
う
べ
か
ら
ず
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
下
）
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密
教
と
は
随
自
意
の
説
で
あ
る
が
、
法
身
説
法
に
迷
人
に
授
け
る
義
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
随
他
意
の
説
と
な
る
。
そ
し
て
、
法
身

が
機
を
導
く
た
め
に
自
証
位
を
起
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
縁
起
の
身
と
な
り
、
縁
起
の
法
門
は
随
他
の
法
門
で
あ
っ
て
、
随
自
の
自
受

法
楽
で
は
な
い
。

（
批
判
③
）
機
に
向
か
う
言
語
は
如
義
語
で
は
な
い
。

密
を
説
く
言
語
を
以
て
如
義
語
と
定
む
（
…
中
略
）
若
し
機
に
被
ら
し
め
ば
機
情
は
必
ず
一
辺
を
知
る
べ
し
。
機
に
応
じ
て
説

か
ば
一
辺
を
説
く
べ
し
。
若
し
一
辺
を
顕
さ
ば
如
義
語
の
説
と
云
う
べ
か
ら
ず
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
中
）

　

密
教
を
説
く
言
語
を
如
義
語
と
い
う
が
、
機
の
た
め
に
説
く
な
ら
ば
一
辺
（
一
部
分
）
し
か
説
け
ず
、
そ
れ
は
如
義
語
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
、

今
経
の
説
法
の
言
語
を
以
て
如
義
語
と
す
。
如
義
と
は
義
語
非
文
の
言
語
な
る
が
故
に
、
文
字
詮
表
を
離
れ
た
る
が
故
に
、
文

字
を
以
て
説
く
言
語
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
実
空
不
空
空
実
不
実
の
論
判
を
案
ず
る
に
、
所
詮
の
他
に
能
詮
の
言
語
無
く
、
能
詮

の
他
に
所
詮
の
義
理
無
き
旨
を
顕
す
と
見
え
た
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
文
字
詮
表
を
以
て
衆
生
を
引
入
す
る
義
有
る
べ
か
ら
ず
。

此
の
如
義
語
の
説
法
を
機
に
被
ら
し
む
る
事
、
甚
だ
文
義
に
背
く
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
上
）

と
、
如
義
語
と
は
能
詮
と
所
詮
が
一
体
の
言
語
を
い
い
、
衆
生
を
導
く
た
め
に
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
能
詮
と
所
詮
が
一
体
で
あ
る
と

は
い
え
ず
、
そ
れ
は
如
義
語
で
は
な
い
。

（
批
判
④
）
未
来
機
に
向
か
う
な
ら
ば
法
爾
常
恒
の
説
で
は
な
い
。

今
経
を
ば
法
爾
常
恒
の
説
と
定
む
（
…
中
略
）
若
し
未
来
機
に
被
ら
し
め
て
経
を
説
く
時
は
過
去
に
在
る
べ
し
。
何
ぞ
法
爾
常
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恒
の
説
と
云
わ
ん
や
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
中
）

　

法
身
説
法
と
は
法
爾
常
恒
の
説
で
あ
る
が
、
未
来

0

0

機
の
た
め
に
説
く
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
説
法
は
過
去

0

0

に
在
る
こ
と
に
な
る
。

（
批
判
⑤
）
他
の
た
め
に
説
く
な
ら
ば
自
受
法
楽
で
は
な
い
。

大
師
、
今
経
を
以
て
自
受
法
楽
の
説
と
判
ぜ
り
。
是
れ
偏
に
他
に
被
る
義
無
き
を
示
す
な
り
。
若
し
機
の
為
に
説
か
ば
既
に
法

楽
を
受
く
る
他
有
り
。
何
ぞ
枉
曲
て
自
受
法
楽
と
判
ぜ
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
二
頁
下
）

若
し
自
受
法
楽
と
云
わ
ば
、
自
の
言
の
簡
う
所
何
物
ぞ
や
。
機
根
の
他
に
対
す
る
詞
な
り
。
機
に
被
る
義
を
許
さ
ば
自
受
法
楽

と
云
う
べ
か
ら
ず
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
上
）

　

法
身
説
法
と
は
自
受
法
楽
で
あ
る
が
、
機
の
た
め
に
説
く
な
ら
ば
、
法
楽
を
受
け
る
他0

者
が
い
る
こ
と
に
な
り
、
自0

受
法
楽
と
は

い
え
な
い
。

　　

こ
の
よ
う
に
、
自
証
説
側
は
五
つ
の
視
点
か
ら
法
身
説
法
が
化
他
の
説
法
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
化
他
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
顕
教

と
同
じ
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
の
聖
憲
自
ら
提
示
し
た
五
つ
の
指
摘
は
そ
の
ま
ま
加
持
説
の
〈
弱
み
〉
と
い
え
、
加
持
説
側
に
と

っ
て
は
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
五
つ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
二
教
論
』
の
中
に
も
、

①
「
法
仏

0

0

の
談
話
、
之
れ
を
密
蔵
と
謂
う）
1（
（

」

②
「
是
の
如
く
の
説
を
ば
名
づ
け
て
随
智
説
の
三
諦
の
相
と
為
。
即
ち
是
れ
随
自
意
語

0

0

0

0

な
り）
15
（

」

③
「
唯
し
自
性
法
身
の
み
有
し
て
、
如
義
真
実
の
言

0

0

0

0

0

0

を
以
て
能
く
是
の
絶
離
の
境
界
を
説
き
た
も
う）
16
（

」

④
「
法
身
の
仏
は
常
に

0

0

光
明
を
放
っ
て
常
に

0

0

説
法
す）
17
（

」
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⑤
「
自
性
受
用
仏
は
、
自
受
法
楽

0

0

0

0

の
故
に
、
自
眷
属
と
与
に
各
の
三
密
門
を
説
き
た
も
う）
18
（

」

と
あ
り
、
従
っ
て
、
空
海
の
主
張
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
解
釈
す
れ
ば
、
法
身
説
法
と
は
、
法
身
（
①
）
に
よ
る
随
自
意
の
説
（
②
）

で
あ
り
、
如
義
言
説
（
③
）
で
あ
り
、
法
爾
常
恒
の
説
（
④
）
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
の
自
受
法
楽
（
⑤
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
聖
憲
は
、

自
ら
自
証
説
の
立
場
に
即
し
て
五
つ
の
課
題
を
提
示
し
た
上
で
加
持
説
の
立
場
か
ら
反
論
を
試
み
て
い
く
。　

（
二
）
加
持
説
か
ら
自
証
説
へ
の
反
論

　

そ
も
そ
も
加
持
説
は
、「
説
法
は
必
ず
機
に
被
る
言
語
の
名
な
り）
19
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
説
法
は
機
（
他
）
の
た
め
に
説
か
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
置
き
、
さ
ら
に
、

十
地
論
に
「
説
と
は
解
釈
を
謂
う
」
と
文
り
。
解
釈
と
は
結
を
解
く
義
な
り
。
唯
仏
与
仏
の
境
界
に
結
縛
の
人
無
し
。
何
ぞ
是

れ
を
解
く
詞
を
起
こ
さ
ん
や
。
故
に
迷
人
に
対
す
る
時
、
説
法
有
る
べ
き
な
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
下
）

と
述
べ
て
、
説
法
と
は
迷
人
の
結
縛
を
解
く
た
め
に
こ
そ
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
加
持
説
は
自
証
説
か
ら
の
五
つ
の
批
判
に
反
論
す
る
が
、
そ
の
反
論
は
真
言
教
学

0

0

0

0

で
あ
る
以
上
、
空
海
の
言
説

か
ら
は
み
出
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　（
反
論
①
）「
機
に
向
か
の
は
応
化
仏
で
あ
り
法
身
で
は
な
い
」
こ
と
に
対
す
る
反
論

既
に
自
性
身
の
位
に
於
い
て
機
を
鑒
る
心
品
有
り
。
是
れ
を
自
性
身
所
具
の
徳
と
許
さ
ば
、
三
密
は
斉
等
な
り
。
此
の
心
品
に

等
し
き
身
語
の
二
密
有
る
べ
き
な
り
。
豈
に
自
性
身
に
非
ざ
ら
ん
や
。
若
し
機
を
鑒
る
心
品
は
自
性
身
の
位
に
し
て
、
此
の
心

の
所
現
の
身
語
の
二
業
は
加
持
世
界
の
受
用
等
な
り
と
云
わ
ば
、
心
は
深
く
、
身
語
は
浅
き
が
故
に
三
密
平
等
の
宗
義
に
背
く
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（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
下
）

　
（
批
判
①
）
に
対
し
て
は
、
三
密
平
等
の
観
点
か
ら
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
性
身
の
位
に
機
を
鑒
る
心
を
認
め
る
な
ら
ば）
10
（

、

三
密
平
等
を
表
す
る
真
言
宗
義
に
即
せ
ば
自
性
身
の
身
語

0

0

の
二
密
も
機
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、

此
の
本
質
た
る
三
密
は
自
証
の
仏
と
も
云
う
べ
か
ら
ず
、
機
に
向
か
う
が
故
に
。
又
応
化
仏
と
も
云
う
べ
か
ら
ず
、
機
の
所
変

に
非
ざ
る
が
故
に
。
是
れ
豈
に
自
性
身
上
の
利
他
の
身
に
非
ず
や
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
下
）

と
述
べ
、
自
性
身
の
三
密
と
は
、
機
に
向
か
う
の
で
自
証
の
仏
（
本
地
身
）
で
も
な
く
、
機
に
よ
っ
て
変
化
す
る
わ
け
で
も
な
い
の

で
応
化
仏
で
も
な
く
、
こ
れ
こ
そ
が
自
性
身
上
の
利
他
の
身
（
加
持
身
）
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

（
反
論
②
）「
迷
人
に
授
け
る
説
法
と
は
随
他
意
で
あ
る
」
こ
と
に
対
す
る
反
論

　
（
批
判
②
）
に
対
し
て
は
、
加
持
身
の
説
法
の
場
に
は
迷
人
が
い
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
反
論
す
る
。
加
持
説
は
「
正
し
き
今
経

の
説
処
は
随
自
の
法
界
宮
な
る
べ
し）
11
（

」
と
、
加
持
身
の
説
処
も
随
自
意
の
法
界
宮
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
上
で
「
随
自
の
法

界
宮
に
実
行
無
し
。
証
文
に
出
居
外
朝
の
一
段
を
引
け
り）
11
（

」
と
、
そ
の
証
拠
は
「
出
居
外
朝
」
の
一
段
に
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
「
出

居
外
朝
」
の
一
段
を
み
て
み
る
と
、

此
の
一
段
、
加
持
説
の
堅
き
証
文
な
り
。
其
の
故
に
政
令
と
は
万
国
民
を
救
扶
せ
ん
が
為
に
、
内
裏
に
於
い
て
国
王
並
び
に
大

臣
已
下
の
官
人
一
処
に
会
合
し
て
、
面
面
の
意
見
を
挙
ぐ
る
に
、
其
の
中
に
吉
義
を
撰
し
て
、
時
の
弁
官
記
録
し
て
天
下
に
流

行
す
る
者
な
り
。
国
王
を
ば
教
主
に
譬
え
、
大
臣
官
僚
を
自
性
所
成
の
眷
属
に
譬
え
、
万
国
民
を
実
行
の
機
に
譬
え
、
今
経
を

以
て
政
令
に
譬
う
。
故
に
機
の
為
に
説
く
条
勿
論
な
り
。
又
出
居
外
朝
の
譬
は
専
ら
加
持
門
に
出
る
義
を
顕
す
（『
大
正
蔵
』

七
九
、
七
六
七
頁
上
）
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と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
王
」
は
【
法
身
大
日
如
来
】、「
大
臣
や
官
僚
」
は
【
自
眷
属
】、「
国
民
」
は
【
説
法
を
受
け
る
機
】、「
政

令
」
は
【
大
日
経
】
の
譬
え
で
あ
り
、
国
王
は
国
民
の
た
め
を
思
っ
て
大
臣
や
官
僚
と
会
合
し
お
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
合
う
が
、

そ
の
会
合
の
場
に
は
国
民
が
い
な
い
よ
う
に
、
自
性
身
が
自
眷
属
と
自
受
法
楽
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
場
に
機
（
迷
人
）
は
い
な
い

も
の
の
、
機
の
た
め
の
法
楽
な
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
従
っ
て
、
説
法
は
機
（
迷
人
）
の
た
め
で
あ
り
な
が
ら
も
、
説
法
の
場
に

は
自
性
身
と
自
眷
属
し
か
い
な
い
た
め
、
加
持
説
も
随
自
の
法
界
宮
で
説
か
れ
た
随
自
意
の
説
と
い
え
る
の
だ
と
す
る
。

　

ま
た
、
加
持
説
が
顕
教
と
同
様
に
縁
起
の
法
門
で
あ
る
と
い
う
批
判
に
つ
い
て
は
、「
設
い
機
根
に
授
く
る
時
も
全
く
本
覚
理
内

の
法
門
を
説
く
が
故
に
縁
起
の
法
門
と
云
う
べ
か
ら
ず）
11
（

」「
内
証
と
随
宜
と
を
以
て
顕
密
の
差
異
と
す
る
事
大
途
の
義
相
な
り
。
顕

の
法
門
は
一
向
に
機
情
の
為
に
設
け
て
、
更
に
仏
の
内
証
に
非
ざ
る
が
故
に
随
宜
と
云
う
。
密
教
は
全
く
自
内
証
の
法
門
を
説
い
て

機
に
授
く
る
が
故
に
内
証
と
云
う）
1（
（

」
等
と
断
じ
、
加
持
説
は
対
機
で
あ
り
な
が
ら
も
内
証
を
説
い
て
お
り
、
縁
起
の
法
門
と
は
全
く

別
物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
持
説
に
は
自
証
説
と
の
違
い
を
強
調
す
る
た
め
に
、「
説
法
は
偏
に
世

諦
門
に
有
り）
15
（

」「
仏
、
第
一
実
際
に
住
す
る
時
説
法
無
し
。
世
諦
門
に
出
て
説
法
す）
16
（

」
と
、
加
持
身
の
説
法
が
世
諦
門
に
あ
る
と
す

る
言
及
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
頼
瑜
も
「
説
法
は
元
よ
り
利
他
の
為
な
る
が
故
に
権
智
の
境
界
な
り）
17
（

」「
加
持

説
法
の
義
は
俗
諦
権
智
の
所
作
な
り
と
云
う
事
を）
18
（

」
等
と
述
べ
て
お
り
、
新
義
の
加
持
身
説
法
と
顕
教
の
説
法
と
の
違
い
に
曖
昧
な

面
が
残
る
。

　（
反
論
③
）「
機
に
向
か
う
言
語
は
如
義
語
で
は
な
い
」
こ
と
に
対
す
る
反
論

如
義
語
の
説
と
は
仏
身
に
准
じ
て
意
得
べ
し
。
仏
身
既
に
自
性
身
な
れ
ど
も
自
証
加
持
の
二
重
を
開
く
が
如
く
、
言
語
も
亦
た

如
義
語
な
れ
ど
も
自
証
化
他
の
二
分
有
り
。
遥
か
に
機
に
趣
け
ど
も
自
性
を
改
め
ざ
れ
ば
尚
お
自
性
身
と
云
う
。
機
に
被
る
辺
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有
れ
ど
も
自
証
を
説
く
が
故
に
如
義
語
と
云
う
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
下
）

　
（
批
判
③
）
に
対
し
て
は
、
仏
身
の
観
点
か
ら
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
性
身
上
に
自
証
（
本
地
身
）
と
加
持
（
加
持
身
）
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
如
義
語
に
も
自
証
と
化
他
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
た
と
え
機
に
向
か
う
と
し
て
も
そ
れ
が
自
性
身
の
説
法
で
あ

れ
ば
、
そ
の
言
語
は
如
義
語
な
の
だ
と
い
う
。
但
し
、
如
義
語
が
能
詮
と
所
詮
で
一
体
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

能
詮
所
詮
一
体
と
云
う
に
至
て
は
、
密
教
本
よ
り
声
字
実
相
な
る
が
故
に
一
体
の
条
言
を
待
た
ず
。
爾
れ
ど
も
又
、
所
表
無
き

に
非
ず
。
言
語
の
能
な
る
が
故
に
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
下
）

と
述
べ
、
声
字
実
相
な
る
密
教
に
お
い
て
能
詮
と
所
詮
が
一
体
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
言
語
で
あ
る
以
上
は
他
の
た
め
に

表
す
側
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
苦
し
い
反
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
反
論
④
）「
未
来
機
に
向
か
う
な
ら
ば
法
爾
常
恒
の
説
で
は
な
い
」
こ
と
に
対
す
る
反
論

　
（
批
判
④
）
に
対
し
て
は
、『
大
日
経
疏
』
を
証
文
と
し
て
反
論
す
る
。『
大
日
経
』
に
は
「
所
謂
三
時
を
超
え
た
る
如
来
の
日
、

加
持
の
故
に
身
語
意
平
等
句
の
法
門
な
り）
19
（

」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、『
大
日
経
疏
』
は
こ
の
文
を
「
延
促
自
在
に
し
て
咸
な
衆
機

に
適
え
り
」
と
注
釈
す
る
。
そ
こ
で
加
持
説
は
、

加
持
説
の
義
に
三
種
の
日
有
り
。
二
種
は
先
の
如
し
（
能
越
と
所
越
の
二
重
の
日
な
り
。
能
越
は
実
相
の
日
に
し
て
三
際
不
同

無
く
、
常
住
に
し
て
変
易
無
き
を
日
と
云
う
。
所
越
は
世
間
の
日
に
し
て
三
世
の
不
同
有
り
）。
第
三
は
如
来
加
持
の
日
な
り
。

是
れ
正
し
く
自
性
会
の
説
法
の
日
な
り
。
只
だ
世
間
の
春
夏
秋
冬
の
時
分
の
上
に
凡
情
に
謂
う
所
の
前
変
後
易
の
三
世
の
相
を

離
る
れ
ば
即
ち
実
相
常
住
の
日
な
る
を
以
て
円
明
常
住
の
日
と
す
。
是
れ
則
ち
自
証
極
位
の
日
な
り
（
…
中
略
）
如
来
の
日
と

は
自
証
の
日
の
体
の
上
に
未
来
機
に
被
る
作
用
有
り
。
渉
入
無
礙
に
し
て
一
多
自
在
な
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
七
頁
下　
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※
（　

）
内
は
筆
者
加
筆
）

と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
加
持
説
に
と
っ
て
は
、
⒜
三
際
の
不
同
の
な
い
常
住
実
相
の
日
、
⒝
三
世
の
不
同
あ
る
世
間
の
日
、
⒞
自
性

会
の
説
法
を
表
す
如
来
加
持
の
日
の
三
種
の
日
が
あ
る
と
い
い
、
世
間
（
迷
人
）
か
ら
見
れ
ば
三
世
の
不
同
が
あ
り
、
自
証
か
ら
見

れ
ば
三
際
の
不
同
が
な
い
中
で
、
如
来
加
持
の
日
と
は
自
証
の
日
の
上
に
未
来
機
（
世
間
・
迷
人
）
に
被
る
作
用
が
あ
り
、『
大
日

経
疏
』
の
注
釈
の
ご
と
く
そ
の
働
き
は
世
間
に
向
か
い
な
が
ら
も
法
爾
常
恒
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
後
、「
自
証
説
の
学
者

の
云
う
日
に
は
三
種
無
し）
10
（

」
と
述
べ
、
世
間
と
自
証
を
つ
な
ぐ
如
来
加
持
の
日
を
持
つ
こ
と
に
加
持
説
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

（
反
論
⑤
）「
他
の
た
め
に
説
く
な
ら
ば
自
受
法
楽
で
は
な
い
」
こ
と
に
対
す
る
反
論

　
『
大
疏
第
三
重
』
の
中
に
加
持
説
の
立
場
か
ら
自
受
法
楽
に
関
す
る
直
接
の
反
論
は
な
い
が
、
前
述
の
「
出
居
外
朝
」
の
一
段
を

み
る
と
、
自
受
法
楽
に
対
す
る
加
持
説
の
理
解
が
伺
え
る
。
空
海
は
「
自
性
受
用
仏
は
、
自
受
法
楽
の
故
に
、
自
眷
属
と
与
に
各
の

三
密
門
を
説
き
た
ま
う
。
之
れ
を
密
教
と
謂
う
。
此
の
三
密
門
と
は
、
所
謂
、
如
来
内
証
智
の
境
界
な
り）
11
（

」
と
説
く
が
、
こ
れ
を
先

の
「
出
居
外
朝
」
の
譬
に
照
ら
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
※
（　
　

）
内
は
所
譬
を
示
す
）。

政
令
と
は
万
国
民
【
衆
生
・
未
来
機
】
を
救
扶
せ
ん
が
為
に
、
内
裏
【
如
来
内
証
智
の
境
界
】
に
於
い
て
国
王
【
教
主
・
自
性

受
用
仏
】
並
び
に
大
臣
已
下
の
官
人
【
自
眷
属
】
一
処
に
会
合
し
て
、
面
面
の
意
見
を
挙
ぐ
る
【
各
の
三
密
門
を
説
く
】（『
大

正
蔵
』
七
九
、
七
六
七
頁
上
）

す
な
わ
ち
、
加
持
説
に
と
っ
て
の
自
受
法
楽
と
は
、
国
民
の
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
裏
に
お
い
て
国
王
と
大
臣
官
僚
が
国
民
の
た

め
に
政
令
の
内
容
を
話
し
合
う
よ
う
に
、
衆
生
の
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
如
来
の
境
界
に
お
い
て
衆
生
の
た
め
に
三
密
門
を
説
く
こ
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と
を
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
身
と
自
眷
属
と
の
法
楽
と
い
う
意
味
で
は
自
受
法
楽
で
あ
る
が
、
そ
の
法
楽
と
は
法
身
自
ら
の

た
め
で
は
な
く
、
衆
生
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
。

　

前
述
の
通
り
、
空
海
の
主
張
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
解
釈
す
れ
ば
、
法
身
説
法
と
は
唯
仏
与
仏
の
自
受
法
楽
な
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
未
悟
の
衆
生
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
加
持
説
は
、
敢
え
て
法
身
説
法
が
衆
生
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
法
身
説
法
に
化
他
を
持
ち
込
む
こ
と
は
「
顕
教
と
の
類
似
」
と
い
う
弱
点
を
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
聖
憲
は
自
ら
自
証

説
に
即
し
て
そ
の
弱
点
を
突
き
、
空
海
の
言
説
と
も
矛
盾
を
き
た
さ
な
い
よ
う
な
形
で
会
通
し
た
上
で
、
法
身
の
化
他
の
面
を
改
め

て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
新
義
教
学
の
〈
強
み
〉

　

先
の
特
別
講
習
会
で
も
新
義
の
優
位
性
と
し
て
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
義
の
〈
強
み
〉
は
「「
済
い
」
や
「
衆
生
の
視
点
」
を

正
面
に
打
ち
出
せ
た
と
こ
ろ）
11
（

」、
す
な
わ
ち
法
身
に
お
け
る
化
他
の
働
き
（
作
用
）
を
強
調
し
た
こ
と
に
あ
る
。『
大
疏
第
三
重
』
を

み
る
と
、
自
証
説
と
加
持
説
の
化
他
の
作
用
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
対
比
し
て
い
る
。

　

自
証
説
に
つ
い
て
は
、

自
証
位
に
於
い
て
悲
智
の
二
徳
有
る
べ
し
と
云
う
事
は
、
凡
そ
自
証
は
万
徳
の
根
源
な
り
（
…
中
略
）
悲
智
倶
に
其
の
体
に
約

せ
ば
自
証
に
居
す
と
雖
も
、
其
の
作
用
を
論
ぜ
ば
智
は
内
証
に
向
か
っ
て
自
証
の
経
を
説
き
、
悲
は
外
用
を
起
こ
し
て
加
持
世

界
に
出
る
な
り
。
悲
の
体
に
契
当
す
る
人
は
即
ち
自
性
身
な
る
が
故
に
人
法
一
致
の
宗
義
に
背
か
ず
。
故
に
自
性
身
と
加
持
世

界
の
二
分
は
悲
智
の
作
用
に
約
し
て
分
か
つ
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
智
の
用
は
他
に
対
せ
ざ
る
が
故
に
自
証
の
法
体
に
異
な
ら
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ず
。
悲
の
用
は
他
に
亘
る
が
故
に
自
証
を
動
ず
る
義
有
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
上
）

と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
証
説
で
は
、
智
も
悲
も
体0

は
自
証
に
あ
る
も
の
の
、
智
の
作
用

0

0

0

0

は
内
証
に
向
か
っ
て
自
証
の
経
を
説

く
の
に
対
し
、
悲
の
作
用

0

0

0

0

は
外
に
向
か
っ
て
起
こ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
智
の
作
用
は
自
証
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
悲
の
作
用
は
外

に
向
か
う
（
他
に
対
す
る
）
た
め
に
自
証
を
動
ず
る
義
が
あ
る
と
述
べ
る）
11
（

。
対
し
て
加
持
説
は
、

自
性
身
上
に
自
証
化
他
の
二
分
有
り
。
化
他
の
辺
を
以
て
加
持
身
と
名
づ
け
、
加
持
身
に
住
し
て
今
経
を
説
く
が
故
に
自
証
位

の
説
に
は
非
ず
と
云
う
事
を
。
教
主
自
性
身
な
る
が
故
に
因
人
の
所
見
と
成
ら
ざ
る
を
以
て
会
座
に
実
行
の
機
無
け
れ
ど
も
、

法
性
に
住
す
る
大
悲
の
用
は
未
来
機
に
被
る
が
故
に
所
説
は
利
他
の
為
な
り
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
中
）

と
説
き
、
自
性
身
上
に
自
証
と
化
他
が
あ
る
た
め
に
、
化
他
の
作
用
も
法
性
に
住
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

今
宗
の
意
は
法
性
の
位
に
色
声
の
功
徳
を
存
す
る
が
故
に
、
三
密
平
等
と
云
う
を
以
て
一
家
の
規
模
と
す
。
故
に
大
智
門
に
は

三
密
等
し
く
自
証
に
居
し
、
大
悲
門
に
は
三
密
同
じ
く
加
持
に
住
す
。
是
れ
諸
教
超
絶
の
謂
に
非
ず
や
。
若
し
加
持
世
界
の
身

に
約
せ
ば
（
…
中
略
）
所
現
の
色
声
は
浅
く
、
能
現
の
大
悲
心
は
機
情
所
変
と
成
ら
ざ
る
が
故
に
深
し
（『
大
正
蔵
』
七
九
、

七
六
三
頁
下
）

と
述
べ
、
自
証
説
の
よ
う
に
大
悲
の
体0

と
用0

を
隔
て
る
な
ら
ば
、
大
悲
の
体
（
心
）
は
深
、
大
悲
の
用
（
色
声
）
は
浅
と
な
っ
て
し

ま
い
、
三
密
平
等
の
宗
義
に
反
す
る
と
し
て
否
定
す
る
。

　

こ
の
他
に
も
聖
憲
は
自
証
と
化
他
に
関
し
、
例
え
ば
『
二
教
論
』
の
「
四
種
法
身
に
、
亦
た
竪
横
の
二
義
を
具
す）
1（
（

」
と
い
う
一
文

に
つ
い
て
、
自
証
説
が
「
自
性
身
は
横
自
利
、
余
三
身
は
竪
利
他
を
具
す
」
と
釈
す
る
の
に
対
し
、
加
持
説
は
「
四
種
身
に
各
々
横

自
利
竪
利
他
を
具
す
」
と
釈
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
な
ど
、
自
証
説
の
法
身
は
自
利
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
加
持
説
の
法
身
は
自

利
利
他
を
共
に
具
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
両
者
の
対
極
化
を
計
っ
て
い
る）
15
（

。
ま
た
同
様
に
、『
声
字
義
』
の
「
是
の
如
く
の
身
（
四
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種
法
身
）、
及
び
土
、
並
び
に
法
爾
隨
縁
の
二
義
有
り）
16
（

」
と
い
う
文
に
つ
い
て
も
、
自
証
説
が
自
性
身
と
余
三
身
を
分
け
て
「
自
性

身
は
法
爾
、
余
三
身
は
隨
縁
」
と
す
る
の
に
対
し
、
加
持
説
は
「
四
身
各
々
に
法
爾
隨
縁
あ
り
」
と
す
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

道
範
・
杲
宝
・
宥
快
等
、
自
証
説
の
学
匠
の
著
作
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
自
性
身
と
余
三
身
を
分
け
た
解
釈
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
聖
憲
自
身
が
新
義
の
特
徴
を
明
確
化
さ
せ
る
た
め
に
、『
大
疏
第
三
重
』
の
中
で
加
持
説
の
〈
強
み
〉
を
強
調
す
べ
く
、
法

身
は
自
利
の
み
と
す
る
自
証
説
の
義
を
創
作
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
義
の
〈
強
み
〉
は
法
身
説
法
に
利
他
の
視
点
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ
り
、
聖
憲
は
自
ら
の
著
作
に
お
い
て

新
古
両
者
の
義
を
対
立
化
さ
せ
る
形
で
そ
の
強
み
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

近
年
ま
で
論
義
の
研
究
は
個
人
研
究
、
あ
る
い
は
同
じ
宗
派
内
に
お
け
る
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
平
成
二

十
九
年
に
智
山
・
豊
山
・
高
野
山
の
合
同
で
「
真
言
教
学
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ま
で
個
別
に
行
わ
れ
て
き
た
宗
学
の
研
究

を
、
総
合
的
か
つ
横
断
的
に
行
い
、
真
言
教
学
の
深
化
、
及
び
各
派
独
自
の
教
学
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動

し
て
い
る
。
そ
し
て
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
祖
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
を
間
も
な
く
迎
え
る
令
和
三
年
に
は
智
山
伝
法
院
の
宗

学
研
究
室
で
も
「
新
義
真
言
教
学
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
の
成
果
を
携
え
て
「
真
言
教
学
研
究
会
」
へ
と
参
加
し
て
い
る
。

　

論
義
を
中
心
と
し
た
宗
学
の
研
究
は
、
煩
雑
か
つ
瑣
末
な
問
題
も
多
く
、
時
に
「
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
研
究
」「
閉
鎖
的

な
議
論
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
煩
雑
か
つ
瑣
末
な
問
題
を
問
い
続
け
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、

宗
学
研
究
の
意
義
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る）
17
（

。

　

特
別
講
習
会
の
末
尾
に
お
い
て
土
居
氏
は
、「（
宗
学
の
議
論
は
）
あ
れ
や
こ
れ
や
と
や
や
こ
し
い
議
論
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
「
や
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や
こ
し
さ
」
は
、「
さ
と
り
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
、「
成
仏
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
、「
大
日
如
来
」
を
ど
う
考
え
る
の
か
、「
即
身

成
仏
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
自
分
自
身
で
問
う
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る）
18
（

」
と
述
べ
、
そ
の
上
で
、

「
事
相
と
教
相
の
違
い
は
同
じ
も
の
を
所
作
で
表
現
す
る
か
、
言
葉
で
表
現
す
る
か
の
違
い
に
過
ぎ
ず
、
真
言
行
者
が
師
僧
か
ら
伝

授
さ
れ
受
け
継
い
で
き
た
密
教
を
通
し
て
「
さ
と
り
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
自
身
の
主
体
的
な
在
り
方
と
し
て
追
求
し
実
践
す

る
よ
う
に
、
真
言
宗
学
の
「
や
や
こ
し
い
」
問
題
も
自
身
の
中
で
問
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る）
19
（

」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
聖
憲
は
、
自
身
の
著
作
に
お
い
て
自
ら
自
証
説
の
側
に
立
ち
、
加
持
説
の
〈
弱
み
〉
を
批
判
し

た
上
で
、
加
持
説
側
の
視
点
か
ら
空
海
の
言
説
と
も
矛
盾
し
な
い
形
で
会
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
批
判
を
反
駁
し
て
い
る
。
聖

憲
に
よ
る
こ
う
い
っ
た
姿
勢
は
、
新
義
教
学
の
〈
弱
み
〉
を
克
服
し
、〈
強
み
〉
を
強
調
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
新
義
教

学
の
根
幹
は
法
身
が
衆
生
の
た
め
に
説
法
す
る
と
い
う
加
持
身
説
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
自
身
を
含
め
た
真
言
宗
を
信
じ

る
衆
生
が
法
身
の
教
え
を
聞
き
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
聖
憲
を
は
じ
め
真
言
の
先
徳
た
ち
は
、
教
主
義
に
限
ら
ず
煩
雑
か
つ
瑣

末
な
議
論
の
中
か
ら
真
言
僧
と
し
て
の
自
分
自
身
に
主
体
的
に
関
わ
る
問
題
を
見
出
し
、
そ
の
意
義
を
教
相
の
面
か
ら
深
く
理
解
し

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、「
新
義
真
言
教
学
研
究
会
」
の
設
立
意
図
に
も

つ
な
が
っ
て
く
る
の
だ
と
思
う
。

註（
１
）
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
奉
修
記
念
出
版
『
十
巻
章
（
本

文
編
・
訓
読
編
）』。
本
書
は
智
山
書
庫
所
蔵
の
賢
康
本
を
底
本
に
弘

現
本
と
覚
本
本
を
対
校
本
と
し
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
頼
瑜
由

来
の
本
に
運
敞
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
江
戸
期
の
智
積

院
で
学
ば
れ
て
い
た
読
み
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
刊
行
を
め

ざ
し
て
、
智
山
伝
法
院
で
は
平
成
二
十
八
年
に
「
十
巻
章
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
研
究
員
全
員
が
一
枚
岩
と
な
り
、
内
容
検
討
と
校
訂
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作
業
に
膨
大
な
時
間
を
費
や
し
た
。
ま
た
、
刊
行
後
の
令
和
五
年
に

は
「
十
巻
章
テ
キ
ス
ト
作
成
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
本
宗
教
師
は

も
と
よ
り
、
学
生
（
学
院
生
）
を
は
じ
め
こ
れ
か
ら
教
師
を
目
指
す

者
た
ち
へ
ど
の
よ
う
に
「
十
巻
章
」
を
教
授
す
べ
き
か
、
検
討
と
議

論
を
重
ね
て
い
る
。

（
２
）
古
義
教
学
も
大
き
く
分
け
て
東
寺
学
派
と
高
野
山
学
派
、
さ
ら
に
高

野
山
学
派
の
中
に
も
宝
門
と
寿
門
が
あ
る
。
同
様
に
、
新
義
教
学
（
根

来
寺
学
派
）
も
後
に
智
山
・
豊
山
へ
と
展
開
す
る
。
ま
た
当
然
な
が
ら
、

同
じ
学
派
で
あ
っ
て
も
時
代
や
人
物
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
そ
の
教

学
は
相
違
す
る
。
先
の
特
別
講
習
会
で
は
こ
の
点
を
指
摘
し
た
上
で
、

古
義
は
主
に
高
野
山
宝
門
相
伝
の
論
義
書
で
あ
る
『
宗
義
決
択
宗
』、

新
義
は
頼
瑜
『
大
疏
愚
草
』
や
聖
憲
『
大
疏
第
三
重
』
を
扱
っ
た
た
め
、

本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
古
義
」
や
「
新
義
」
も
そ
れ
に
基
づ
く
こ

と
に
す
る
。

（
３
）『
現
代
密
教
』
三
二
に
講
演
録
を
掲
載
。

（
４
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
七
〇
頁

（
５
）『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
三
五
頁
参
照
。

（
６
）『
真
全
』
一
九
、
七
三
頁
下

（
７
）『
大
日
経
教
主
本
地
加
持
分
別
』（『
大
正
蔵
』
七
七
、
七
七
八
頁
下
）

（
８
）『
亜ア

胤キ
シ
ャ

鈔
』（『
真
全
』
二
一
、
一
九
六
頁
下
）

（
９
）『
大
日
経
教
主
本
地
加
持
分
別
』（『
大
正
蔵
』
七
七
、
七
七
八
頁
下
）

（
10
）
杲
宝
の
頼
瑜
批
判
に
つ
い
て
は
、
小
林
靖
典
「
新
義
教
学
─
頼
瑜
と

そ
の
周
辺
─
」（
智
山
勧
学
会
編
『
鎌
倉
仏
教
─
密
教
の
視
点
か
ら
─
』、

二
〇
二
三
）
に
詳
し
い
。
た
だ
し
、
先
の
特
別
講
習
会
で
も
指
摘
が

あ
っ
た
よ
う
に
、『
宗
義
決
択
集
』
に
は
新
義
の
加
持
身
説
を
直
接
的

に
批
判
す
る
よ
う
な
言
及
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
古
義
に
と
っ
て
の

「
ラ
イ
バ
ル
、
つ
ま
り
仮
想
敵
は
顕
教
、
特
に
天
台
」
に
あ
る
と
い
う

（『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
一
二
頁
）。

（
11
）『
大
疏
指
心
鈔
』（『
大
正
蔵
』
五
九
、
五
九
四
頁
下
）

（
12
）『
大
疏
第
三
重
』
で
は
法
身
説
法
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、《
自
証

説
法
（
自
証
説
法
十
八
段
）》
な
る
章
を
別
立
て
し
、
十
八
の
段
を
設

け
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
13
）
小
林
［
二
〇
一
七
］
も
、
頼
瑜
か
ら
聖
憲
、
運
敞
へ
と
至
る
新
義
教

学
の
展
開
を
辿
り
、「
頼
瑜
の
提
唱
し
た
加
持
身
説
に
対
し
、
聖
憲
や

運
敞
は
た
だ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
後
世
へ
と
伝
え
た
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
さ
ら
に
深
く
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
（
…

中
略
）
そ
の
よ
う
な
根
来
寺
の
学
僧
に
よ
る
、
教
学
、
教
相
に
対
す

る
真
摯
な
営
み
は
、
ま
さ
に
教
学
、
教
相
に
お
け
る
実
践
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
新
義
真
言
宗
に
お
け
る
伝
統
の
一
つ

で
あ
る
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
新
義
の
学
匠
に
お
け

る
教
学
深
化
へ
の
姿
勢
を
指
摘
し
て
い
る
。（
小
林
靖
典
「
新
義
真
言

教
学
の
伝
統
に
つ
い
て
─
「
即
事
而
真
」
な
る
算
題
を
め
ぐ
っ
て
─
」、

『
現
代
密
教
』
二
八
）

（
14
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
七
〇
頁

（
15
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
七
九
頁

（
16
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
八
一
頁

（
17
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
一
〇
四
頁

（
18
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
七
〇
頁
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（
19
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
下

（
20
）『
大
疏
第
三
重
』
に
お
い
て
、
自
証
説
も
悲
、
す
な
わ
ち
大
悲
心
は
自

証
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
三
頁
上
）。

（
21
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
六
三
九
頁
下

（
22
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
六
三
九
頁
下

（
23
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
中

（
24
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
四
頁
中

（
25
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
九
頁
下

（
26
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
七
〇
頁
上

（
27
）『
大
疏
第
一
愚
草
』
一
下
、
三
丁
左

（
28
）『
大
疏
第
一
愚
草
』
一
下
、
六
丁
左

（
29
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
一
頁
上

（
30
）『
大
正
蔵
』
七
九
、
七
六
七
頁
下

（
31
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
七
〇
頁

（
32
）『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
三
九
頁

（
33
）
小
林
［
二
〇
一
五
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
義
に
は
〈
表
の
本
意
〉

と
〈
裏
の
不
本
意
〉
の
二
意
を
持
ち
出
し
、
表
の
自
受
法
楽
に
対
し
て
、

裏
の
対
機
得
益
を
唱
え
る
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
田
慈
舟
が
「
本

意
本
旨
の
辺
で
は
、
自
受
法
楽
を
表
と
し
対
機
得
益
を
簡
う
（
…
中
略
）

次
に
不
本
意
と
い
う
は
本
旨
の
裏
に
含
め
る
義
で
法
身
化
他
の
業
用

が
十
界
に
遍
満
す
る
義
を
顕
わ
す
。
即
ち
自
受
法
楽
の
裏
に
対
機
得

益
の
義
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
自
性
会
に
未
悟
実
行
の
因
人
の

得
益
が
あ
る
義
を
述
べ
る
の
で
あ
る
（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、

二
六
頁
）」
と
い
う
通
り
で
あ
る
（
小
林
靖
典
「『
大
日
経
』
の
講
伝

に
つ
い
て
─
我
々
は
何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
か
─
」、『
現
代
密
教
』

二
六
）。

こ
れ
に
つ
い
て
、
小
林
は
特
別
講
習
会
に
お
い
て
、「
仏
の
視
点
か
ら

本
地
身
説
を
主
張
す
る
古
義
か
ら
み
れ
ば
、
対
機
得
益
の
化
他
は
矛

盾
す
る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
（
…
中
略
）
こ
れ
は
古
義
に
も
「
や
っ
ぱ

り
化
他
は
必
要
だ
よ
ね
」
と
い
う
あ
る
種
の
後
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
う
の
で
す
（『
現
代
密
教
』
三
一
、
二
三
七

頁
）」
と
述
べ
、
本
意
（
表
）
と
不
本
意
（
裏
）
で
会
通
す
る
試
み
を

「
苦
肉
の
策
（
同
、
四
六
頁
）」
と
批
判
す
る
。

（
34
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
一
〇
二
頁

（
35
）
拙
稿
「「
新
義
教
学
の
大
成
者
た
る
聖
憲
」
に
つ
い
て
─
「
四
種
身
」

に
対
す
る
解
釈
を
中
心
と
し
て
─
」（『
智
山
学
報
』
七
一
、
二
〇
二
二
）

参
照
。

（
36
）『
十
巻
章
（
訓
読
編
）』、
四
一
頁　
　

（
37
）『
現
代
密
教
』
三
二
、
特
別
講
習
会
講
演
録
参
照
。

（
38
）『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
四
六
頁
。
※
（　

）
内
は
筆
者
の
加
筆

（
39
）『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
四
六
頁
（
取
意
）。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

新
義
真
言
教
学
・
聖
憲
・『
大
疏
百
条
第
三
重
』・
論
義
・
伝
統
の
創
造
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